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して5年生存率が20-40％と低い状態である(Belli et al, 2013; Jemal et al, 2003). 
    外科的切除は膵癌の治療として根治を目指す重要な治療法の一つである.ただし,適
応を検討する上で病期診断は非常に重要であり,これらを模索する画像診断として一
般的に超音波, CT,必要に応じてMRCP,EUS,ERCP,PETなどが行われる(Boujaoude et al, 
















対象は 2006年 4月～2009年 11月の期間で膵癌を指摘された 95人 (平均年齢 67歳,
男性 52人,女性 43人)である.このうち,造影 PET/CTは 43人(男性 25人,女性 18人)

















    リンパ節転移に関しては造影 PET/CTと単純 PET/CTで診断精度に差は見られなかっ
た.但し、遠隔転移、鎖骨上窩リンパ節転移、播種病変についての診断精度は造影
PET/CTの方が単純 PET/CTより優れていた(p=0.045). 
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